
令和５年度　さくらキャンプ（児童発達支援）保護者アンケート結果報告
アンケート実施2024年2月

アンケート回収率　81％（17／21世帯）

質問項目＼選択肢 はい いいえ
どちらともい

えない
自由記入欄に記入された内容
（基本的に原文のままです）

アンケート結果を受けての事業所の自己評価
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子どもの活動等のスペースが十分
に確保されているか

1 ・園庭があると良いなと思います

2
職員の配置数や専門性は適切であ
るか

生活空間は、清潔で、心地よく過ご
せる環境になっているか。また、子ど
も達の活動に合わせた空間となって
いるか

・老朽化で仕方ない面もあるが、カビ臭く
感じることがある

3

生活空間は、本人にわかりやすい
構造化された環境になっているか。
また、障害の特性に応じ、事業所の
設備等は、バリアフリー化や情報伝
達等への配慮が適切になされてい
るか
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子どもと保護者のニーズや課題が客観
的に分析された上で、児童発達支援
計画が作成されているか
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児童発達支援計画には、児童発達
支援ガイド ラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」 の「発達支援
（本人支援及び移行支援）」、 「家
族支援」、「地域支援」で示す支援
内容 から子どもの支援に必要な項
目が適切に選択され、その上で、具
体的な支援内容が設定さ れている
か

児童発達支援計画に沿った支援が
行われてい るか

活動プログラム※3が固定化しない
よう工夫さ れているか

保育所や認定こども園、幼稚園等と
の交流 や、障がいのない子どもと活
動する機会があ るか

運営規定、利用者負担等について丁
寧な説明 がなされたか
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児童発達支援ガイドラインの「児童発達
支援 の提供すべき支援」のねらい及び
支援内容 と、これに基づき作成された
「児童発達支援 計画」を示しながら支
援内容の説明がなされ たか

保護者に対して家族支援プログラム
（ペアレ ント・トレーニング等）が行われ
ているか

日頃から子どもの状況を保護者と伝
え合い、 子どもの健康や発達の状
況、課題について共 通理解ができ
ているか

定期的に、保護者に対して面談や、
育児に関 する助言等の支援が行
われているか
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1.事業所内に園庭はありませんが、町内
にある公園や事業所2階のベランダを利
用して戸外での活動を行っています
２．保育所・幼稚園や療育機関で長年の
経験を持つ職員も多く子どもの心身の発
達についての専門性を有した職員を配置
しています。
3．施設設備の制約はあるもののトイレな
どを含め可能な限りのバリアフリー環境を
整備しています。

5．6.７
　児童発達支援計画は保護者意向を十
分に受け止めて、相談支援事業所とも連
携して作成し、それに基づき支援しその状
況に応じた見直しをしています

９．個々の状況に合わせて保育所や幼稚
園等を利用する並行通園などを通じて活
動の機会を作っています

12．14．保護者が参加できる機会を定期
的に持ちニーズを把握しながら実施して
います

17．写真や映像は活動の様子や発達の
状況を知るのに有効な手段ですので一緒
に写るお子さんのプライバシー保護なども
考慮したうえで保護者への提供を検討し
ます

・適宜面談と計画の見直しを行なっていただ
けている
・月毎に計画し、その日ごとに工夫されていて
よい
・様々な活動プログラムを工夫していただいて
います。毎月の予定表にも記載頂いており、
とてもありがたいです。

・記憶にある限り、障がいのない子供たちと一
緒に活動したという話は聞いたことないです。
ある程度固定されたメンバーとなるのは子供
たちにとって安心感もあると思いますが、さくら
キャンプに通う子どもたちの中でだけでも様々
な子と交流する機会があればいいなと思いま
す。

・もしあれば受けてみたいです。

・足の不自由な方への配慮が十分であるか
(スロープの有無や手すりの位置)、分かりかね
るため。
・バリアフリーという点では改善点があると思い
ますが、各部屋が分かれており、お弁当を食
べる場所、活動を行う場所、朝の会の場所等
わかりやすくなっていると思います

・あまり専門性を感じない
・充分な人数で子ども一人一人に対し向
き合っていただいていると感じます。連絡
帳を記載いただく方がいつも変わるので、
良い意味で固定されておらず様々な先生
方とかかわりをもてていると想像します。

・連絡帳にてその日の出来事やエピソードを
記載、教えて頂いています。帰宅後、連絡帳
を読みながら子どもと話すのがとても楽しみで
す。コメントから、子どもがどのような様子だっ
たか想像でき、ニヤニヤしてしまいます。

・年に一度、参観日という形で面談頂いてい
ます。子どもの成長を聞かせてくださったり、う
れしいです。
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父母の会の活動の支援や、保護者
会等の開催 等により保護者同士の
連携が支援され
ているか

子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達の ための配慮がなされて
いるか

放課後等デイサービスで築き上げてきたさくらキャンプらしさと児童発達支援事業に求められる療育の両立を目指し2022年4月に児童発達支援事業をスタート
しました。コロナウイルス感染拡大の影響も受けながらの1年でしたが、関係機関、保護者の皆様のご協力をいただきながら運営していくことができました。また、
放課後等デイサービスとの多機能形の運営の中で異年齢の交流の幅が益々広がりました。来年度はより療育の内容を深めていくとともに、保護者の皆様との情
報の共有や保護者同志の交流の機会を増やし、一人ひとりの子どもの成長をともに見守り、成長を支えて行きたいと思います。昨今の社会問題になっている子
どもへの対応について、また送迎時の安全については、職員全体でより認識を深め、さくらキャンプへ通う子ども達とご家族がより安心して過ごせる事業所を目
指していきます。

・いつも楽しみにしています。今日は何して遊ぶの
かなー？というとニコニコします。その笑顔をみる
と、先生方にかわいがってもらえてるんだなと、安
心します。いつも、本当にありがとうございます。

・いつも子供の成長をサポートしてくださりあり
がとうございます。
半期の面談は普段の様子を聞いたり私が感
じていることをじっくりと話したり意見交換でき
る場なので、とてもありがたいです。
時々函南の施設や公園にも連れ出してくだ
さったり、感触遊びや手遊び、運動などさまざ
まなプログラムを組んでくださり感謝していま
す。
プログラムの中の、運動や遊びについて、（職
員の方々の負担にならないようにさらっと）どう
いう狙いがありどのような効果が期待できるな
ど、何かの折に教えていただけるとありがたい
なぁと感じます。
これからも、温かくサポートしていただけるとあ
りがたいです。よろしくお願いします。
・子どものことをよく考え、一緒に成長を促して
くれていることに感謝しております。子どもに
とって安心して通える場所はとても貴重だと思
います。今後とも宜しくお願い致します。

・連絡帳でのやり取りが基本であり、コメントを
丁寧に記載頂いていることに感謝します。一
方、文章のみとなるので、できれば写真も見
たいというのが本音です。月イチの会報では、
自分の子どもの写真に掲載されているのを残
念ながらまだ見たことがないので、見れたらい
いなぁと思います。

・知らされていないので分からない

・知らされていないので分からない

定期的に会報やホームページ等
で、活動概要 や行事予定、連絡体
制等の情報や業務に関す る自己
評価の結果を子どもや保護者に対
して 発信されているか

個人情報の取り扱いに十分注意さ
れているか

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感 染症対応マニュアルを策定し、
保護者に周知・説明されているか。ま
た、発生を想定し た訓練が実施されて
いるか

非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救 出、その他必要な訓練が
行われているか

子どもや保護者からの相談や申入れに
つい て、対応の体制が整備されている
とともに、 子どもや保護者に周知・説明
され、相談や申 入れをした際に迅速か
つ適切に対応されてい るか
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19．非常時の対応について事業所と保護
者が共有できるように情報発信していきま
す

　子どもたちの笑顔と保護者からの励まし
は私たちの一番の原動力です。
　一人でも多くの子どもたちが楽しい時間
を持て保護者からの安心と信頼を得るこ
とが出来るように引き続き努力いたしま
す。

23 事業所の支援に満足しているか

子どもは通所を楽しみにしているか
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12．14．保護者が参加できる機会を定期
的に持ちニーズを把握しながら実施して
います

17．写真や映像は活動の様子や発達の
状況を知るのに有効な手段ですので一緒
に写るお子さんのプライバシー保護なども
考慮したうえで保護者への提供を検討し
ます

・よくわからない
・保護者間の連携機会があればぜひ参
加させていただきたいです。


